
研究紹介

低周波音による微振動音解析計器の開発

1 ま え が き

低周波音に起因する建具の微振動音（カタカク

音）が問題となった場合の実態調査方法として，

現状では人間の聴感にたよっているが， この方法

では騒音感覚の個人差によるばらつきや， 主観に

よる差があり， またこの現象は深夜に多いこと等

から自動測定計器の必要性が生じてきた。

そこで， 微振動音を物理的（客観的）には握す

る方法として解析計器を試作し， これによる測定

を試行した結果， 実用的に使える見通しを得たの

で以下に報告する。

2 解析計器の概要

本計器は， 住居の建具直近と室内中央部の騒音

レベルを検出し， 2点間の騒音レベル差から微振

動音を測定するものであり， その構成は第1図の

とおりである。

計器は， 微振動音が発生していない時といる時

で第2図に示すように， それぞれ①®のレベル差

を指示する。
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第1図 計器の構成
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第2図 測 定 原 理
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3 測 定 結 果

(1) 微振動音がある時とない時のレベル差の変化

は第3図のとおりで， 両者の違いははっきり区別

できる。

(2) 微振動音の大きさを変化させた場合のレベル

差の変化は第3図のとおりである。 また第4図の

ように微振動音の大きさによってレベル差が変化

するので微振動音の大きさの評価が可能である。

(3) 外乱音の影響については第3図のように微振

動音と違って極性が逆になることや， 時間的な持

続性などの様相から判別が可能である。 また， そ

のほとんどが， 近くで発生する微振動音に比べて

小さいことから， これらの影響を受けることなく

測定できる。

4 あ と が き

上記測定結果から明らかなように， 試作計器に

よる微振動音のは握は十分可能であり， 実用面で

使えることが確認できたc

今後は本計器を建具微振動対策の調査に積極的

活用してゆきたい。
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①微飯動音なし ④微松動音あリ（大）
② II あり（小） ⑤室内雑音（歩行者 、 会話等）
③ II あり（中） ⑥卓両通過音

第3図(a)発電所構内モデルハウスでの測定例
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第3図(b)代表民家での測定例
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微板動音（建貝直近の99)聴庁レペル）

第4図 微振動音とレペル差との相関の 1例
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